平成24年7月27日
中国本部　会員各位
公益社団法人　日本技術士会　中国本部　 本部長　近藤 英樹
同　環境・生物工学・原子力放射線部会　部会長　岡本　 亮
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拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、日本技術士会　中国本部　環境・生物工学・原子力放射線部会は、自然エネルギー活用に関する基調講演と部会員による講演会を、来る平成２４年８月1８日（土）に開催することとしました。お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。
お手数とは存じますが、出欠につき添付の申込書にて、平成２４年８月１６日(木) 迄にお知らせ願います。よろしくお願いいたします｡
敬具 
記
１.主催：公益社団法人日本技術士会中国本部　環境・生物工学・原子力放射線部会
２.日時：平成２４年８月1８日（土）13:30～18:30
３.場所：第3ウエノヤビル８階会議室（広島市中区鉄砲町1番20号）
４.講演内容
【部会例会】　（部会員対象）
12:40～13:10　環境・生物工学・原子力放射線部会例会（部会員のみ）
【講演会】　　（会員、技術士、一般の市民の方を対象）
13:10～13:30　講演会受付
13:30～13:35　環境・生物工学・原子力放射線部会長　挨拶
13:35～14:35　【基調講演】
題目：｢自然エネルギーを活用したエネルギー耕作型文明の構築をめざして」
講師：比江島慎二氏（岡山大学大学院環境生命科学研究科　准教授）
14:35～15:10　環境部門
題目：｢廃棄物処理施設の環境影響調査｣
講師：今田雄一氏（中外テクノス株式会社）
15:10～15:20　休 憩
15:20～15:55　生物工学部門
題目：｢工業用微生物の育種（ミノサイクリン生産を例に）｣
講師：中野哲郎氏(協和発酵バイオ株式会社　生産技術研究所)
15:55～16:00　環境・生物工学・原子力放射線副部会長　閉会の挨拶
16:30～18:30　懇親会（懇親会費は別途1,500円）
５. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ
（１）定員　　５０人
（２）対象　　技術士会会員及び一般参加者も歓迎
します。
（３）参加費　会員　：1,000円
非会員：2,000円
（４）ＣＰＤ　参加者には日本技術士会からＣＰＤ
2時間10分の参加票を発行いたします。
６.　申込について
（１）締め切り　　平成24年8月16日（木）（ただし、定員になり次第締め切ります。）
（２）申し込み先　公益社団法人 日本技術士会 中国本部事務局：植田、勝田
広島市中区鉄砲町1番20号 第3ウエノヤビル6階
TEL： 082-511-0305 FAX : 082-511-0309E-Mail : ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp

	平成24年度中国本部環境・生物工学・原子力放射線部会
例会／講演会参加申込書
主催：公益社団法人日本技術士会中国本部
申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


「平成24年度中国本部環境・生物工学・原子力放射線部会例会／講演会」
に下記申し込みます

例　会　　□ 参 加

講演会　　□ 参 加

懇親会　　□ 参 加
※上記について参加するものを■(または☑)にしてください。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	会員・非会員

	技術部門
	(注3)

	勤務先
	

	連絡先
	住所(注4)：□会社　□自宅

〒

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

E-mail：


注1） 資格は該当するものに○印(または該当しないものを削除)。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指す。該当するものに○印(同上)。

注3） 資格が技術士か修習技術者の方のみ記入。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち該当するものに○印(同上)をして住所等を記入。

申込者が会員で事務局に登録済の住所等に変更がない場合は省略可能。
注5） 同行者がいる場合は下記に記入。

	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士□修習技術者□その他
	□会員□非会員


申し込み期限は、2012年8月16日（木）です。
問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部　TEL: 082-511-0305 FAX: 082-511-0309

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人 日本技術士会 中国本部　環境・生物工学・原子力放射線部会主催


平成２４年度環境・生物工学・原子力放射線部会例会／講演会のご案内





比江島 慎二　先生のご経歴


先生は、昭和42年9月7日山口県岩国市に生まれ、地元の錦帯橋を見て育ち、その力学的な美しさに惹かれ構造物に興味を持たれたのがきっかけで、瀬戸大橋などの構造物が風により振動する空力振動と呼ばれる現象やその制振法さらには空力騒音や遮音壁などの騒音分野の研究を続けられてきました。


最近は、風や海の潮流を利用した新しいタイプの風力発電や潮流発電などの再生可能エネルギーの研究にも積極的に取り組んでおられ、これらを活用した「瀬戸内海エネルギーハーベスト構想」～里海エネルギーの活用～を提唱されています。


潮流は気象に影響されないため、自然エネルギーにしては珍しく極めて安定したエネルギー源であり、洋上風力と組合わせることにより、化石資源や原発に頼らない”エネルギー耕作型社会”を実現できるかもしれません。また、瀬戸内海エネルギーハーベスト構想のもう１つの大きな目標は、洋上風力や潮流エネルギーなど瀬戸内海に眠る「里海エネルギー」を活用した瀬戸内海地域の活性化です。発電した電力を汚れた海の水質浄化や大規模養殖に利用したり、あるいは風車の土台周辺の海中に魚礁や藻場を構築して魚を集めたりすることにより水産業への活用も期待されるなど、様々な既存産業の活性化や日々の人々の暮らしに役立てることが可能です。









